
平
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三
月
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内
閣
衆
質
一
四
七
第
一
○
号 

平
成
十
二
年
三
月
二
十
八
日 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 
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殿 

 

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
川
辺
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

  



 

一 

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
川
辺
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

一
級
河
川
球
磨
川
水
系
川
辺
川
に
お
い
て
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
球
磨
川
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
球
磨
川
漁
協
」
と
い
う
。
）
が
平
成
六
年
一
月
一
日
に
熊
本
県
知
事
か
ら
免
許
を

受
け
た
第
五
種
共
同
漁
業
権
（
以
下
「
本
件
漁
業
権
」
と
い
う
。
）
が
存
在
す
る
。 

本
件
漁
業
権
の
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
収
用
又
は
使
用

（
以
下
「
収
用
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
建
設
省
に
お
い
て
、
漁
業
権
の
収
用
等
の
事
例
等
に
関
す
る
基
礎

的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
御
指
摘
の
「
強
制
収
用
を
行
う
予
定
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に

お
い
て
申
し
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
ダ
ム
本
体
工
事
着
工
に
関
す
る
同
意
の
取
り
付
け
が
よ
り
困
難
と
な
る
」
の
意
味
が
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
仮
に
本
件
漁
業
権
に
つ
い
て
収
用
等
を
行
う
場
合
に
は
、
収
用
委
員
会
の
裁
決
に
基
づ
き
当
該
収
用
等
に
伴
う
損
失

の
補
償
を
球
磨
川
漁
協
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
当
該
補
償
に
係
る
球
磨
川
漁
協
の
同
意
を
得
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

御
指
摘
の
よ
う
に
「
ダ
ム
事
業
推
進
に
お
け
る
強
制
収
用
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 



 

二 

二
に
つ
い
て 

建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
川
辺
川
工
事
事
務
所
は
、
球
磨
川
漁
協
下
球
磨
部
会
を
対
象
に
平
成
十
一
年
七
月
十
九
日
に
開

催
し
た
川
辺
川
ダ
ム
建
設
事
業
の
説
明
会
の
出
席
者
四
十
三
名
に
対
し
、
御
指
摘
の
と
お
り
出
席
手
当
と
し
て
総
額
二
十
八

万
千
七
百
円
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号)

第
三
条
に
規
定
す
る
治

水
勘
定
の
（
項
）
治
水
事
業
工
事
諸
費
（
目
）
諸
謝
金
か
ら
現
金
に
よ
り
支
払
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
支
払
に
つ
い
て

は
、
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
川
辺
川
工
事
事
務
所
副
所
長
（
以
下
「
副
所
長
」
と
い
う
。
）
が
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
四
十
六
条
の
三
第
二
項
、
予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百

三
十
九
条
の
三
第
三
項
、
建
設
省
所
管
会
計
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
建
設
省
訓
令
第
一
号
）
第
四
十
条
の
二
第
二

項
及
び
九
州
地
方
建
設
局
会
計
事
務
取
扱
細
則
（
昭
和
五
十
六
年
建
九
規
第
十
二
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
分

任
支
出
負
担
行
為
担
当
官
で
あ
る
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
川
辺
川
工
事
事
務
所
長
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
年
八
月
三
十
一
日
に
支
出
負
担
行
為
に
係
る
決
裁
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
平
成
八
年
三
月
四
日
の
副
所
長
の
決
裁
に
基
づ
き
同
月
八
日
に
球
磨
川
漁
協
の
組
合
員
延
べ
百
九
十
二
名
に
対
し

て
総
額
八
十
八
万
三
千
二
百
円
を
、
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
の
副
所
長
の
決
裁
に
基
づ
き
同
月
二
十
一
日
に
同
組
合
員
延 



 

三 

べ
二
十
一
名
に
対
し
て
総
額
九
万
六
千
六
百
円
を
、
同
年
八
月
十
日
の
副
所
長
の
決
裁
に
基
づ
き
同
月
十
三
日
に
同
組
合
員

延
べ
十
八
名
に
対
し
て
総
額
八
万
二
千
八
百
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
金
に
よ
り
支
払
っ
て
い
る
。 
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